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当社は「顧客満足から始まる社員満足」を経営姿勢としており、常に顧客満足度の向上を目指し、多様な
ご意見を聞き改善に努めてまいります。さらに、現状に満足しない研究開発で、より幅広い産業分野での
ニーズ対応・用途改題を推し進めていきます。今後もお客様や協力会社様および、環境支援機構や金融機
関等、多くの方々のご意見とご理解・ご支援をいただきながら、コーティング業界に革新を起こしていき
たいです。そのためには、環境を重視し無公害化を目指した企業になるための努力を続け成長して、
「夢」を実現していきたいと考えています。
全てに「感謝できる人⇒企業」になり、そして「感謝される人⇒企業」に成長する努力をしていきます。
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事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

空きスペースは有効に活用する

（商品紹介、従業員の紹介、取組の紹介など）
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　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．脱炭素化社会に向けて電力や燃料の二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．循環型社会に向けて廃棄物の発生抑制や再資源化に務めます。

４ ．水資源の有効利用のため水の削減に努めます。

５ ．溶剤など化学物質の適正管理に努めます。

６ ．環境に配慮した高機能化製品をお客様にお届けします。

７ ．作業環境に対する規制・監視の強化を推進します。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

改定日：

町田　泰久

2022年5月1日

環 境 経 営 方 針

当社は本業である金属部品等に樹脂をコーティングする事業をを通じて、地球温暖化問題への取り組みや
地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。地球環境保全が自然環境及び社会経済活動の重要課題
であることを認識し、環境経営システムを構築・運用することにより、お客様に喜んでいただける商品を
効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸
となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。また、環境取組みへの規制・監視の強化も取組みま
す。

代表取締役社長

制定日： 2020年5月1日

2



（１） 名称及び代表者名
株式会社ユニックス
代表取締役社長　町田　泰久

（２） 所在地
本　　　社 大阪府東大阪市加納4丁目14番31

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 管理部係長　 植田　聡 TEL：072-968-1166

（４） 事業内容
ウレタンコーティング

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ユニックス
活動： ウレタンコーティング

□事業の紹介

10

187,316

組 織 の 概 要

本　　　社 合計
10

724 724

私たちは「ユニックスならでは」のオリジナリティを追求し続けます。

幅広い材料に、優れた機能を付与するポリウレタンを主力とするコーティングシステ

ムで、様々な要求にお応えいたします

空きスペースは有効に活用する

（商品紹介、従業員の紹介、取組の紹介など）
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更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

代表者（社長）

環境管理責任者

環境事務局

環境委員会

部門長

・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、の事務局

全従業員

環境経営組織及び役割・責任・権限
2024年5月2日

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

社長

植田

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

植田

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境委員会
推進委員会

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・自部門における環境経営方針の周知

管理部

植田

営業部

町田
製造部

瀧本
研究室

窪田

全従業員
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単位
kg-CO2

kg-CO2

kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ

㎥

kg-CO2/kWh
※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）

✕

〇

✕
✕

〇

✕

✕

基準年度比

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

産業廃棄物の削減

メチクロ購入量削減 kg
基準年度比

㎥水道水の削減 201
基準年度比

10,445

24,206

行動目標（次項による）

99%

99%

214
46,146

97%

97%

99%

109% 98%99%

224 199

kg

課題を解決しチャンス
を活かす取り組み

行動目標（次項による）

kg 218

97%
24,450

203

10,550

216

23,71726,740

10,339

110% 98% 97%
197

23,961

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 47,247

自動車燃料による二酸
化炭素削減 基準年度比

一般廃棄物の削減

15,543

※関西電力【A0272】R1年度実績－R3.7.19一部追加・更新　環境省・経済産業省公表を使用。

5,625

47,247 47,440

項　目 2023年度

2023年度
（目標）

2025年度
（基準値)

評
価

　一般廃棄物排出量 218

環境経営目標及びその実績

12,100 10,550

14,922

31,703 31,386

主な環境負荷の実績

2022年度2019年度

Scope1（化石燃料）

Scope2（電力）

16,949 15,543 12,391

31,511 31,703 35,049

基準年度比

35,049 31,069

220

kg-CO2電力による二酸化炭素 30,752
97%99% 111% 98%

15,077

47,44046,619
98%

15,233 12,391kg-CO2

10,025
97%95% 98%

80%

100% 98%

45,674

10,234

218 211

96%

（目標）
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2024年度
（目標）

廃棄物排出量

0.318

　産業廃棄物排出量

218

水使用量 221 203

2022年度
（実績）

224

関西電力

二酸化炭素総排出量 48,461
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

取組紹介欄

2022年

2023年

7,075

数値目標

8,872

基準年度と比較し、ｶﾞｿﾘﾝの使用量は、10％削減に成功。
軽油を使用がなくなったため、全体としては、20％の削減に成功した。
次年度も引続き現在の目標を継続して行う

359

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・不要照明の消灯

△・フィルターの定期的な清掃・交換をする

・空気圧縮機のエア洩れ点検

7月6月5月 9月8月

○・パソコン省エネモードの設定

△

△

7,245 9,374 9,280
6,380

8,932
11,743

9,074

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

✕

0
0 0 0 00

0 0

9,100
9,541

561

達成状況

8,948

取組結果とその評価、次年度の取組計画

9,330 11,009 7,663
7,747

10月

不要照明の消灯、パソコン省エネモードの設定は取り組めていたが、冬季の
寒さが厳しく、電気ストーブ、エアコン等による大幅な消費電力の増加により、
全体として基準値より11％増加。
次年度は、カイロ等、消費電力の少ない方法での防寒を検討。

○

3月2月 4月1月12月11月10月

9,241

3月 4月

551
423
586

12月

422

6,842
7,200 7,503

11,429
7,200 6,830

11,015

432

3月2月1月

441 463
463 494 565

4月
400

457

11月

0
00 0 117 566 40

5月

465

7月

・効率的なルートで配送

503

○

△

501

7月 9月

・エコドライブの浸透

9月
339

5月

0
12月 1月 2月11月10月

0 0

6月

6月

8月
470453

8月

448 564

〇

・エリア別営業活動の見直し

数値目標

○

405 470

0 0
00 0 0

0

5,000

10,000

15,000

電力（kWh） 2022年 2023年

0

200

400

600

800
ガソリン（L) 2022年 2023年

0

200

400

600 軽油（L) 2022年 2023年

2F改修工事に伴いｴｱｺﾝ等を設置したので、特に冬季の消費電力

が大幅に増加、空調温度の適正化や、不要照明の消灯等の実施

や消費電力の少ない防寒対策で検討していく

効率的なルート営業、エリア別営業会議の見直し等でガソリ

ンの使用量は基準年度より約10％削減に成功

軽油を使用しなかったので、基準年度より大幅に減少する形となっ

た
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一般廃棄物の削減

                 取組紹介欄

2022年

2023年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

水道水の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

10月
34

0
35

3月
0

○

400 1,400

0 39

0

0
7月

0

1,000 0
1,000

0 36

1,150

✕数値目標

達成状況

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

30
9月
00 32

8月5月 6月

8月 9月

〇

○

数値目標

15
16

達成状況

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用 ○

15 20
7月

22

900 900
6月 7月

・分別の徹底
数値目標

・再生機の利用

21 20

8月 9月
16

・梱包材の再利用
○

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

5月 6月

17 16

△

達成状況

5月

20
10月 12月

17

基準年度と比較し、10％増加。ブースの入替作業があったためと考えられる。
次年度も引続き節水意識を高めて目標を達成できるよう行動する。

0 31

4月
2,800

17

取組結果とその評価、次年度の取組計画

400

19 18 21

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月

400

3月

18

今年度は基準年度より5％削減を達成できた。次年度も引続き目標達成できる
よう、特に梱包資材への再利用と再生機の利用に重点を置く

1,650
800

16

1,000 900
875 1,550

41
0 36

11月 12月 1月 4月
0

4136 0 36

2月

800400

1月 2月11月10月

20
20 19

4月

1,650200 1,650

18
11月 2月

0

✕ 基準年度と比較し、顧客からの要望での帳票類が増大し未達成となった。
次年度はさらに裏紙の利用、梱包資材への再利用を徹底しより削減出来る様
にする

取組結果とその評価、次年度の取組計画

19
1月 3月

19

0

20

40

60 水道水（㎥） 2022年 2023年

0

10

20

30

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2022年 2023年

0

1,000

2,000

3,000

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

〇〇産業廃棄物（kg） 2022年 2023年

0

1,000

2,000

3,000
産業廃棄物（kg） 2022年 2023年

廃棄する紙のほとんどはシュレーダーをして、緩衝材として利用

段ボールは廃棄せずに緩衝材、梱包資材として利用

節水ｼｰﾙ等を貼り付け、節水を意識させる
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メチクロ購入量削減

2022年

2023年

取組紹介欄 ・メチクロ及び化学物質の有害性物質の表示の徹底

取組紹介欄 経営実践塾等の社員教育の継続的実施及び水溶性原料の開発の継続

課題を解決しチャンスを活かす取り組み

△・新製品・商品開発

・技術の継承 ○
・社員教育 △
・働き方改革 △

今年度は経営実践塾等の社員教育の継続的実施している。来年度も継続し
て行う事はもとより、教育の範囲を広げて取り組むようにする

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

基準年度と比較し、9％の増加となった。これは、剥離作業によるメチクロの使
用量増加によるものである。次年度は特に作業ミスによる剥離作業の削減で
きるよう取り組む。

1,700 1,700 2,650

○
✕

11月 12月 1月 2月 3月 4月

×

10月
2,250

5月

○

△

1,800
2,3501,850

達成状況

△

○

取組紹介欄

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・有害性物質の表示の徹底

達成状況

数値目標

・容器の蓋の徹底
・作業ミスによる使用量増加の抑制

1,850
2,550

1,600 2,150

取組結果とその評価、次年度の取組計画

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

2,050

・容器の蓋の徹底
・作業ミスによる使用量増加の抑制

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,900 2,550 2,500

○

6月 7月 8月 9月

1,9002,040 2,400

今年度、リスクアセスメントの実施、有害性物質の表示は社員教育と通じて達
成できた。次年度も引続き継続して行うように取り組む

・クレームの件数の削減

2,350 1,950
2,000

達成状況

今年度は基準年度より18％増加となった。次年度も引続きクレーム削減に重
点を置いて取り組む・有害性の少ない原材料の研究開発 △

・清潔な職場環境の継続

化学物質の適正管理
○

2,300 2,050 2,750

・有害性物質の表示の徹底

0

1,000

2,000

3,000

メチクロ購入量削減 2022年 2023年

メチクロの再生機を使用する事で、購入量を削減させる。また、ク

レームを削減する事で剥離に使用するメチクロの量も削減する。
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＜本社＞

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

本年度は外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

2024年4月26日

洗浄設備の設置(ジクロロメタン)

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

浄化槽の使用浄化槽法

水質汚濁防止法
塗料(トルエン、ジクロロメタン等)ＰＲＴＲ法

労働安全衛生法 有機溶剤(トルエン、ジクロロメタン等)

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

事業所の取組紹介

大気汚染防止法 塗装ブース(ＶＯＣ)、洗浄設備の設置(ジクロロメタン)

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

空気圧縮機の設置
空気圧縮機、送風機の設置

振動規制法

適用される法規制

騒音規制法

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　
業務用空調機、冷却水循環装置

5S活動

消火設備
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 ☑ あり □ なし

■実施状況の様子

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

瀧本、植田、南、信谷、東川、黄、木谷、中野、芦田

2024年5月1日

正面以外に避難口がある事を周知出来た。

建屋正面に避難出来ない場合の裏口の避難口を周知

緊急事態対応の試行・訓練

これまでの環境活動の紹介

代表者による全体の評価と見直し・指示

二酸化炭素排出量削減は、現在の目標を継続していく。
化学物質は、作業効率を上げることと、クレーム減少で、削減する。
製品への環境配慮は、クレーム報告でその実態を把握し、クレーム数を減らすことで、無駄な材料の使用を削
減する。
メチクロの再生機を今後も活用していく。
今季より産業廃棄物（ガラスくず、金属くず、廃ジクロロメタン）の数量を管理し、今後減少するように行動してい
く様に変更した。
化学物質の適正管理の項目を管理し、有害物質に対する社員の意識を向上させる。

2023年10月18日 本社
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